
 

 

４年生   実践事例    

「きょう土をひらく」 

 

指導目標 ◎琵琶湖疎水を開発した先人の働きに関心をもち、その足跡を年表等の資料を活用し

て調べて理解し、年表や白地図などの作品にまとめ、地域の人々の願いや努力と琵

琶湖疎水を開発した先人の働きや苦心とを関連付けて考え、適切に表現し、その働

きや苦心によって地域の人々の生活が向上したことを理解するとともに、先人の努

力によって発展してきた地域に対する誇りや愛情をもち、地域のよりよい発展につ

いて考えようとする。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

先人の苦労や活躍により、琵琶湖疏水が完成したことで、電気が通り、日本で初めて

の電車（市電）が京都に走ったことを知り、電車が開通したことで地域が発展し、人々

の生活が向上したことを理解することができる。 

対象学年 ４年生   

対応教科 社会科 

標準校時 １４コマ 

学習構成  

４．琵琶湖疏水が完成したことで、まちはどのように変わったのだろう 

１．わたしたちの住んでいる市はどのようなところなのだろう 

２．誰がどのようにして琵琶湖疏水を作ったのだろう 

・琵琶湖疏水ができたことで、滋賀～京都～大阪が繋がり、貨物用・旅客

用の多くの舟が京都のまちに来るようになった。水力発電が可能にな

り、まちに明かりが灯り、日本で初めての電車（市電）が通るなど、人々

の生活が便利になったことを理解する。 

・駅の周りに店ができ賑やかになったり、工場が動くことで京都のモノづ

くりが進んだりしたことが、今のような京都市になるきっかけになった

ことを理解する。 

５．まちを元気にした他の取組を調べよう 

・琵琶湖疏水以外にも、京都を変えた人物や取組を調べ、その時代のたく

さんの人の活躍があって今の京都が出来上がったことを理解する。 

・自分たちの住んでいる市はどのようなところが、いつからこのようなま

ちになったかを考える。 

・約 120年前、琵琶湖疏水は誰を中心に開発が進められ、どのように作ら

れ、どのくらいのお金や時間がかかったか、作ることに対して反対意見

はなかったのかを調べる。 

・琵琶湖疏水は何のために作られたのかを考える。 
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【学習指導案】 

 



 

 

 



 

 

 

 

【板書計画】 

 

 

 




